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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 
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定
例
会
の
一
般
質
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は
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本
定
例
会
の
一
般
質
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に
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２
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方
か
ら
次
の
５
項
目
に
つ

２
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い
て
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町
長
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ら
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い
て
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あ
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町
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の
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阿
武
町
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本
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い
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捗
状
況
に
つ
い
て 

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策

　
に
つ
い
て

　
に
つ
い
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て

　
い
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査
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補
助
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い

○
水
質
検
査
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一
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補
助
に
つ
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て
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○
町
道
維
持
管
理
に
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い
て

○
町
道
維
持
管
理
に
つ
い
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※
詳
し
く
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議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
６

※
詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
６

〜
７
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〜
７
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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促
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阿
武
町
過
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地
域
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促
進
計
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変
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に
つ
い
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一
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変
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に
つ
い
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宇
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校
舎

　
こ
れ
は
、
旧
宇
田
小
学
校
校
舎

を
、
グ
ル
ー
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ホ
ー
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生
活
支

を
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
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、
生
活
支 
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○
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い
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※
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し
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は
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
６

〜
７
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

　
こ
れ
は
、
旧
宇
田
小
学
校
校
舎

を
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
機
能
を
持
つ
複
合
老

人
福
祉
施
設
と
し
、
一
部
に
交
流

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
形
で
整
備
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
補
助
金
等
の

関
係
で
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
う
ち
、
関
係
部
分
の
記
述
の

一
部
に
追
加
の
必
要
が
生
じ
た
も

の
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
　

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を
現
行

の
３８
万
円
か
ら
４
万
円
引
き
上
げ
、

４２
万
円
に
す
る
た
め
の
条
例
の
一

部
改
正
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て 

　
市
原
旭
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
後
任
委
員
の
任
命
が
提
案
さ
れ

同
委
員
の
再
任
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
４
年
で
す
。 

平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
回
） 

　
今
回
の
補
正
額
は
、
１２
億
２
７

９
３
万
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
４１
億

１
５
２
２
万
４
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
補
正
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
総
務
費
は
、
経
済
対
策
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
町
長
公
用
車
１

台
及
び
一
般
公
用
車
２
台
を
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
に
更
新
す
る
た
め
の

経
費
１
０
６
７
万
円
を
新
規
計
上
、

本
庁
舎
及
び
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
和
式
ト
イ

レ
の
一
部
を
洋
式
の
「
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
型
」
に
改
修
す
る
た
め
の

工
事
請
負
４
５
４
万
５
０
０
０
円

を
新
規
計
上
。
ま
た
、
平
成
２０
年

度
の
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
旧
宇
田
小
学
校
の
改
修
工

事
費
を
民
生
費
に
組
み
替
え
た
た

め
３
５
０
０
万
円
を
減
額
。
こ
れ

ら
差
し
引
き
合
計
で
１
２
５
７
万

８
０
０
０
円
の
減
額
で
す
。 

         

　
民
生
費
は
、
国
の
経
済
対
策
に

係
る
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
基
金
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、

建
設
予
定
の
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
の

設
置
経
費
９
０
０
万
円
を
新
規
計

上
。
旧
宇
田
小
学
校
の
校
舎
を
複

合
老
人
福
祉
施
設
に
改
修
す
る
た

め
の
経
費
１
億
６
１
７
７
万
円
の

新
規
計
上
で
、
合
計
１
億
７
５
０

４
万
４
０
０
０
円
の
増
額
で
す
。 

　
衛
生
費
は
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
委
託
料
５４
万
４
０
０
０
円
ほ

か
で
、
合
計
１
４
２
万
８
０
０
０

円
の
増
額
で
す
。 

　
農
林
水
産
業
費
は
、
福
田
地
区

の
暗
渠
排
水
工
事
に
係
る
経
費
１

０
２
１
万
円
の
新
規
計
上
、
７
月

２０
日
の
豪
雨
に
よ
る
宅
地
裏
山
崩

壊
４
カ
所
に
係
る
小
規
模
治
山
事

業
費
１
６
０
０
万
円
の
新
規
計
上

ほ
か
で
、
合
計
２
７
５
０
万
９
０

０
０
円
の
増
額
で
す
。 

　
商
工
費
は
、
経
済
対
策
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
遠
岳
野
営
場
の

ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
た
め
の
経
費

２
５
２
万
円
ほ
か
で
、
合
計
２
６

３
万
５
０
０
０
円
の
増
額
で
す
。 

　
土
木
費
で
は
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
に
よ
り
公
共
施
設
の
草
刈
り

な
ど
を
行
う
経
費
２
０
０
万
円
の

新
規
計
上
、
各
種
工
事
の
実
施
や

経
年
に
よ
り
傷
ん
で
い
る
町
道
の

舗
装
工
事
費
１
０
０
０
万
円
の
新 

　
平
成
２１
年
第
４
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
１５
日
か
ら
２５
日
ま

で
の
会
期
１１
日
間
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
１０
件
、
同
意
１
件
、

発
議
１
件
、
所
管
事
務
調
査
１
件
、
そ
し
て
全
員
協
議
会
で
の

報
告
２
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
で
は
、
奈
古

小
学
校
改
築
工
事
費
６
億
８
３
７
７
万
５
０
０
０
円
や
阿
武
町

給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
事
業
費
１
億
３
１
６
７
万
円
が
新
規
計

上
さ
れ
ま
し
た
。 

平成21年　第4回議会定例会   9月15日～25日 

奈古小学校改築工事と給食センター改修に 
　　　　　　　　　　　８億１５４４万円を計上 
旧宇田小学校改修事業に１億６１７７万円を計上 
　　　　　　　総額１２億２７９３万円の増額補正 

奈古小学校改築工事と給食センター改修に 
　　　　　　　　　　　８億１５４４万円を計上 
旧宇田小学校改修事業に１億６１７７万円を計上 
　　　　　　　総額１２億２７９３万円の増額補正 

複合老人福祉施設に 
改修予定の旧宇田小学校 



教
育
委
員
に
 

市
原
旭
氏
が
再
任
 

市原　旭氏 
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規
計
上
、
陥
没
な
ど
に
よ
り
転
倒

の
恐
れ
の
あ
る
汐
入
水
路
左
岸
の

護
岸
工
事
費
４
８
０
万
円
の
新
規

計
上
、
岡
田
橋
団
地
の
集
会
所
の

実
施
設
計
及
び
駐
車
場
の
工
事
費

合
計
６
５
０
万
円
の
新
規
計
上
ほ

か
で
、
合
計
２
３
７
８
万
５
０
０

０
円
の
増
額
で
す
。 

　
消
防
費
は
、
火
災
な
ど
の
多
発

に
よ
る
出
動
手
当
１
１
２
万
円
の

増
額
で
す
。 

　
教
育
費
は
、
奈
古
小
学
校
改
築

工
事
費
６
億
８
３
７
７
万
５
０
０

０
円
の
新
規
計
上
、
阿
武
町
給
食

セ
ン
タ
ー
の
改
築
事
業
費
１
億
３

１
６
７
万
円
の
新
規
計
上
、
国
の

ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
、
町
内
各
小
中
学
校
パ

ソ
コ
ン
や
電
子
黒
板
な
ど
を
整
備

す
る
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業
費
５
７
５
２
万
７
０
０
０

円
の
新
規
計
上
、
福
賀
小
学
校
及

び
阿
武
中
学
校
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
設
置
事
業
費
３
９
９
０
万
円
の

新
規
計
上
ほ
か
で
、
合
計
９
億
１

８
３
８
万
２
０
０
０
円
の
増
額
計

上
で
す
。 

　
災
害
復
旧
費
は
、
豪
雨
に
係
る

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
関

係
で
１
４
４
６
万
１
０
０
０
円
の

新
規
計
上
、
同
様
に
道
路
・
河
川

等
の
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
な
ど
で
７
６
０
２
万
４
０
０

０
円
の
新
規
計
上
ほ
か
で
、
合
計

９
０
４
８
万
５
０
０
０
円
の
増
額

計
上
で
す
。 

　
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
２
４
３

８
万
５
０
０
０
円
の
増
額
、
公
共

土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
対
す

る
国
庫
負
担
金
４
７
０
２
万
３
０

０
０
円
の
新
規
計
上
、
福
賀
小
中

学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
、
奈

古
小
学
校
改
築
事
業
、
福
賀
小
・

阿
武
中
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置

事
業
に
係
る
安
全
・
安
心
な
学
校

づ
く
り
交
付
金
３
億
１
４
６
３
万

９
０
０
０
円
の
増
額
及
び
新
規
計

上
、
阿
武
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改

築
、
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業
の
補
助
残
、
公
用
車
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
へ
の
更
新
、
遠
岳

野
営
場
の
水
洗
化
、
旧
宇
田
小
改

修
に
係
る
外
構
工
事
、
及
び
役
場

庁
舎
等
の
ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ

ッ
ト
改
修
の
６
事
業
は
、
国
の
地

域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
１
億
８
６
６
１
万
２
０
０
０

円
を
新
規
計
上
し
、
国
庫
支
出
金

合
計
で
、
６
億
７
９
１
６
万
６
０

０
０
円
の
増
額
で
す
。 

　
県
支
出
金
は
、
介
護
基
盤
緊
急

整
備
等
基
金
補
助
金
３
０
０
０
万

円
の
新
規
計
上
な
ど
、
合
計
６
１

３
４
万
円
の
増
額
計
上
で
す
。 

　
ま
た
、
奈
古
小
学
校
改
築
事
業

に
充
て
る
た
め
、
公
共
施
設
整
備

基
金
か
ら
の
繰
入
金
２
億
円
を
新

規
計
上
し
、
今
回
の
補
正
の
財
源

調
整
と
し
て
繰
越
金
２
億
２
７
１

２
万
５
０
０
０
円
を
増
額
。
諸
収

入
と
し
て
３
０
２
万
７
０
０
０
円

の
増
額
、
町
債
は
、
災
害
復
旧
債

な
ど
差
し
引
き
で
２
５
２
０
万
円

の
増
額
計
上
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
は
、
３

３
２
万
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
６
億

２
５
０
万
１
０
０
０
円
。
額
の
確

定
に
よ
る
老
人
保
健
拠
出
金
の
還

付
や
高
額
療
養
費
共
同
事
業
交
付

金
の
戻
し
入
れ
金
が
主
な
も
の
で

す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
は
、
３５

万
円
の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
７
０
２
２

万
６
０
０
０
円
で
共
済
費
負
担
金

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

回
）
は
、
８
７
４
万
１
０
０
０
円

の
増
額
で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
は
、
５
億
３
０
８
０

万
８
０
０
０
円
。
過
年
度
精
算
に

伴
う
介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
・

県
負
担
金
等
の
超
過
交
付
分
の
返

還
金
の
計
上
が
主
な
も
の
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

回
）
は
、
５１
万
５
０
０
０
円
の
増

額
で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
４
０
３
７
万
３
０
０

０
円
で
、
惣
郷
簡
水
、
田
部
飲
料

水
供
給
施
設
に
係
る
機
器
の
修
繕

料
が
主
な
も
の
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
回
）
は
、
５０
万
円
の
増
額

で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
１
億
９
１
２
３
万
円
。

阿
武
地
区
の
処
理
場
の
ス
ク
リ
ー

ン
の
交
換
経
費
な
ど
の
計
上
で
す
。 

■
平
成
２１
年
度
阿
武
町
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
は
、
３３
万
円
の
増
額

で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
は
、
２
５
５
５
万
３
０
０
０

円
。
尾
無
地
区
処
理
場
の
機
器
の

修
繕
料
の
計
上
で
す
。 

■
平
成
２０
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
 

　
平
成
２０
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
及
び
８
の
特
別
会

計
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
決
算
の
承
認
を
求
め
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の

報
告
に
つ
い
て 

　
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
平

成
２０
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

         

　
第
４
回
議
会
定
例
会
で
教
育

委
員
と
し
て
同
意
を
得
た
、
市

原
旭
氏
（
４７
歳
・
下
東
郷
）
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４

年
間
で
す
。 

 

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

　
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
１２

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
） 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
路
肩
支
障
木
伐
採
工
事
・

第
２
工
区
（
３
７
８
万
円
・
㈲

中
野
建
設
） 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
路
肩
支
障
木
伐
採
工
事
・

第
４
工
区
（
４
０
４
万
２
５
０

０
円
・
阿
武
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
路
肩
支
障
木
伐
採
工
事
・

第
１
工
区
（
７
３
５
万
円
・
小

田
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
町
道
汐
入
野
地
線

道
路
新
設
工
事
・
第
１
工
区（
４ 
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過疎対策道路事業 
公営住宅建設事業 
保育所運営事業 
国営農地再編整備推進事業負担金 
奈古漁港広域漁港整備事業 
中山間地域等直接支払交付金事業 
温泉・温水プール運営事業 
老人福祉施設入所措置費 
塵芥処理対策事業 
旧法指定施設入所支援給付費 
道の駅産業振興事業 
各種保健事業 
バス路線維持対策事業 
生活介護給付費 
需要に応える園芸産地構造改革推進事業 

一般会計「平成20年度事業」ベスト15
「主要な施策の成果」表より抜粋 （単位：千円） 

順位 
１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 
１０ 
１１ 
１２ 
１３ 
１４ 
１５ 

348,060 
64,522 
57,871 
50,216 
45,770 
42,264 
41,394 
37,005 
35,708 
21,066 
16,257 
16,229 
14,758 
13,863 
11,346

事　　　　　業　　　　　名 事業費 

平成20年度に 
町民1人あたりに使った金額は 

※平成21年3月末現在 
　　　人口　3,984人 

（一般会計 平成21年●月末現在） 

平成20年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図 
歳入　33億6,647万2,579円 歳出　30億20万1,013円 

民生費 
488,064,815円 

農林水産業費 
398,256,921円 

総務費 
677,139,098円 

労働費　1,533,000円 
議会費　32,629,519円 
商工費　74,729,033円 
消防費　101,361,877円 
衛生費　110,503,103円 
教育費 
　142,387,760円 

公債費 
492,145,161円 

地方交付税 
1,684,936,000円 

平成20年度　一般会計及び特別会計決算額表 

予算に対 
する執行率 

国民健康保険事業（事業勘定） 
国民健康保険事業（直診勘定） 
後期高齢者医療事業 
老人保健医療事業 
介 護 保 険 事 業 
簡 易 水 道 事 業 
農業集落排水事業 
漁業集落排水事業 

一　般　会　計 

合　　　計 

特
　
別
　
会
　
計
 

予算に対 
する収納率 決 算 額  予 算 額 決 算 額  予 算 額  

収支差引 
残　　額 

歳　　　　　　入 
会　　計　　名 

歳　　　　　　出 
（単位：円） 

 3,415,362,000 3,366,472,579 98.57% 3,415,362,000 3,000,201,013 87.84% 366,271,566 
 608,115,000 569,762,073 93.69% 608,115,000 574,867,559 94.53% －5,105,486 
 70,225,000 66,532,197 94.74% 70,225,000 68,188,498 97.10% －1,656,301 
 76,369,000 76,128,215 99.68% 76,369,000 76,109,515 99.66% 18,700 
 89,089,000 86,213,200 96.77% 89,089,000 88,207,066 99.01% －1,993,866 
 478,024,000 469,980,502 98.32% 478,024,000 460,589,883 96.35% 9,390,619 
 45,838,000 46,091,747 100.55% 45,838,000 44,793,113 97.72% 1,298,634 
 193,050,000 192,035,361 99.47% 193,050,000 192,018,915 99.47% 16,446 
 26,806,000 25,696,940 95.86% 26,806,000 25,696,254 95.86% 686 
 5,002,878,000 4,898,912,814 97.92% 5,002,878,000 4,530,671,816 90.56% 368,240,998

土木費 
481,450,726円 

　
８
８
万
２
５
０
０
円
・
小
田
建

設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
町
道
汐
入
野
地
線

道
路
新
設
工
事
・
第
２
工
区（
３

３
８
１
万
円
・
小
田
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
第
２
美
咲
団
地
造
成
工
事

（
２
９
２
９
万
５
０
０
０
円
・

小
田
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
障
害
者
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
敷
地
造
成
工
事

（
３
５
１
万
７
５
０
０
円
・
阿

武
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
（
平
成
２０
年
度
繰

越
）
第
２
美
咲
団
地
造
成
工
事

に
伴
う
上
下
水
道
接
続
工
事

（
３
０
４
万
５
０
０
０
円
・
小

田
産
業
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
農
業
集
落
排
水
資

源
循
環
統
合
補
助
事
業
阿
武
地

区
処
理
施
設
防
食
工
事
（
３
１

１
８
万
５
０
０
０
円
・ア
ム
ズ
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
奈
古
漁
港
広
域
漁

港
整
備
工
事
（
１
７
８
５
万
円

・
黒
瀬
建
設
㈱
） 

◆
平
成
２１
年
度
阿
武
町
立
奈
古
小

学
校
改
築
工
事
設
計
業
務
委
託

（
２
６
６
７
万
円
・
㈱
金
子
信

建
築
事
務
所
） 

◆
平
成
２１
年
度
阿
武
町
立
給
食
セ

ン
タ
ー
改
築
工
事
設
計
業
務
委

託
（
４
８
３
万
円
・
㈱
金
子
信

建
築
事
務
所
） 
 

労働費　385円 
議会費　8,190円 
商工費　18,757円 
消防費　25,442円 
衛生費　27,737円 
教育費　35,740円 
農林水産業費 
　　　　99,964円 
 
 
 
 

総額 
753,063円 

総務費 
169,965円 

公債費 
123,531円 

民生費 
122,506円 

土木費 
120,846円 

配当割交付金 
　　515,000円 
株式等譲渡 
　　所得割交付金 
　　　　216,000円 
 

交通安全対策特別交付金　1,106,000円 
寄附金　1,117,084円 

利子割交付金　1,607,000円 
繰入金　2,665,361円 

地方特例交付金　3,661,000円 
財産収入　11,235,039円 

分担金及び負担金　20,668,118円 
自動車取得税交付金　20,734,000円 
地方消費税交付金　30,611,000円 

諸収入　32,748,580円 
地方譲与税　41,920,000円 

使用料及び手数料　64,102,612円 
県支出金　194,718,837円 
町債　276,500,000円 

国庫支出金　286,635,263円 
町税　337,709,145円 
繰越金　353,066,540円 
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営
企業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。いずれかの比率が、早期健全化基準などを超えた
場合「早期健全化計画」などの策定が義務づけられることになります。 
　平成２０年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。 

◆普通会計…地方公共団体の基本的な会計（本町では一般会計のみが対象） 
◆標準財政規模…地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模（標準
税収入額等に普通交付税を加算した額） 
◆実質赤字比率…普通会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合 
◆連結実質赤字比率…全会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合 
◆実質公債費比率…普通会計が負担する地方債の元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本と
した額に対する比率 
◆将来負担比率…普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率 
◆早期健全化基準…財政状況が悪化した状況において、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべ
き基準（いずれか一つでもこの基準を超えると財政健全化計画を策定しなければなりません。） 

◆財政再生基準…財政状況の著しい悪化により自主的な財政の健全化が困難な状況において国等の関与
のもとで確実な再生を図るべき基準（いずれか一つでもこの基準を超えると財政再生計画を策定しな
ければなりません。） 
◆資金不足比率…公営企業会計における資金不足額の事業規模に占める割合 
◆経営健全化基準…資金不足比率について定められた自主的かつ計画的に経営の健全化を図るべき基
準（基準を超えると経営健全化計画を策定しなければなりません。） 

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について 

（単位：％） 

（単位：％） 

健全化判断比率 

①実 質 赤 字 比 率 

②連結実質赤字比率 

③実質公債費比率 

④将 来 負 担 比 率 

阿武町の 
健全化率 

－ 

－ 

９．５ 

－ 

 

※１ 

※２ 

 

※３ 

対象公営企業会計 

簡易水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

漁業集落排水事業特別会計 

算定結果 

－ 

－ 

－ 

経営健全化基準 

 

２０．０ 

早期健全化基準 
（注意指数） 

１５．０ 

２０．０ 

２５．０ 

３５０．０ 

 

財政再生基準 
（危険指数） 

２０．０ 

４０．０ 

３５．０ 

 

※１　実質赤字比率は、普通会計で3億1,796
万円（15.12%）の黒字であるため該当する
数値（赤字額）がないことを表します。 

※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億
1,993万円（15.21%）の黒字であるため該当
する数値（赤字額）がないことを表します。 

※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債
が充当可能な財源で賄えることから該当す
る数値（実質的な将来負担額）がないこと
を表します。 

　公営企業に係る３つの特別会計について
は、いずれも資金不足が生じていないため該
当する数値（資金不足額）がないことを表し
ます。 

○資金不足比率 

○健全化判断比率 

用

 

語

 
の

 

説

 

明

 

     

　
１０
月
は
土
地
月
間
で
す
。 

　
一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。 

　
土
地
は
、
乱
開
発
や
無
秩
序
な

土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
都
道
府

県
（
市
町
村
経
由
）
に
そ
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
出
て
審
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
該
当
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に  

係
る
契
約（
予
約
を
含
む
）を
し
た

日
か
ら
、
２
週
間
以
内
に
届
出
を

し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出
を

す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
面
積
 

　
１
０
０
０
０
㎡
以
上 

●
届
出
者
　
土
地
の
権
利
取
得
者

　
（
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主
） 

●
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
武
町
役
場

　
総
務
課
　
☎
２
―
３
１
１
１ 

 

大
規
模
な
土
地
取
引

（
１
万
㎡
以
上
）に
は

  

届
出
が
必
要
で
す
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         問
　
阿
武
町
で
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
、
ま
ん
延
し
た

場
合
の
対
策
は
。
 

町
長
 
基
本
的
に
は
、
従
来

の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
同
じ
対
応
と
な
る
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ウ
イ

ル
ス
は
弱
毒
性
だ
が
感
染
力

が
強
い
こ
と
か
ら
決
し
て
油

断
は
で
き
な
い
。
感
染
を
拡

大
さ
せ
な
い
こ
と
が
第
一
で

学
校
等
の
集
団
や
個
人
に

対
し
て
う
が
い
、
手
洗
い
、

マ
ス
ク
着
用
等
の
予
防
の
徹

底
を
さ
ら
に
計
り
た
い
。
 

　
町
内
感
染
者
の
発
生
情
報

の
把
握
と
萩
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
し
、
他
地
区

感
染
状
況
の
把
握
等
に
よ
り
、

い
ち
早
く
対
応
し
た
い
。
 

      問
　
中
国
と
九
州
北
部
で
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
り
大
き
な

被
害
が
あ
っ
た
。
地
球
環
境

の
変
化
で
、
異
常
気
象
と
も

い
え
る
思
い
が
け
な
い
局
地

的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
応
す

る
た
め
の
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
当
町
で
は
ど
の
よ
う
に

策
定
し
て
い
る
か
？
ま
た
今

後
、
住
民
啓
発
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。
 

町
長
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

手
順
は
こ
の
１０
月
の
県
の
基

礎
調
査
に
基
づ
く
区
域
指
定

に
関
す
る
説
明
会
と
平
行
し

て
進
め
、
今
年
度
末
に
は
完

了
す
る
。
こ
れ
を
契
機
に
各

自
治
会
で
地
域
の
実
情
を
細

か
に
反
映
し
た
自
治
会
独
自

の
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 

    

 

           問
　
簡
易
水
道
施
設
は
、
毎

月
一
回
水
質
検
査
を
し
安
全

安
心
な
水
が
供
給
さ
れ
る
が
、

簡
易
水
道
に
加
入
で
き
な
い

地
理
的
条
件
が
不
利
な
方
に

は
、
検
査
料
金
の
一
部
を
補

助
す
る
な
ど
の
施
策
を
と
り

推
進
す
る
考
え
は
無
い
か
。
 

町
長
　
安
全
安
心
な
水
は
健

康
面
か
ら
も
重
要
で
、現
在
、

区
域
外
は
１
６
１
世
帯
あ
る
。

今
後
、
区
域
外
世
帯
の
飲
料

水
使
用
状
況
に
つ
い
て
実
態

調
査
を
し
た
う
え
で
水
質
検

査
を
多
く
の
世
帯
に
受
け
て

頂
け
る
よ
う
検
査
料
の
補
助

は
前
向
き
に
検
討
す
る
。
 

        問
　
上
下
水
道
工
事
の
地
盤

沈
下
等
に
よ
る
段
差
で
歩
き

に
く
い
所
や
、
乳
母
車
、
電

動
車
等
の
使
用
に
大
き
な
危

険
を
感
じ
る
。
限
ら
れ
た
町

財
政
で
の
事
業
だ
が
、
将
来

の
合
併
、道
州
制
を
視
野
に
、

計
画
的
重
点
的
な
補
修
を
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
 

町
長
　
充
分
認
識
し
て
お

り
、
今
後
限
ら
れ
た
予
算
だ

が
、
年
次
的
に
ま
た
計
画
的

に
補
修
工
事
を
町
内
各
地
区

で
実
施
し
た
い
。
 

  

問
　
６
〜
７
月
に
か
け
て
の

梅
雨
前
線
と
集
中
豪
雨
で
、

防
府
市
は
死
者
も
出
る
大
災

害
と
な
っ
た
が
、
本
町
の
被

害
状
況
と
今
後
の
対
応
は
。
 

町
長
　
町
内
で
は
、
２３
カ
所

の
被
害
が
発
生
し
、
県
道
の

法
面
１
カ
所
、
町
道
７
カ
所
、

河
川
４
カ
所
、
農
地
・
水
路

５
カ
所
、
山
地
崩
壊
４
カ
所

の
被
害
状
況
で
、
被
害
の
査

定
が
終
わ
り
、
こ
の
結
果
を

受
け
て
、
１０
月
以
降
か
ら
取

り
組
み
の
見
通
し
で
あ
る
。
 

問
　
平
成
１８
年
１２
月
議
会
で

の
一
般
質
問
で
、
防
災
計
画

書
の
作
成
に
取
り
組
む
と
の

答
弁
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
作
業
の
進
捗
状
況
は
。
 

町
長
　
基
本
計
画
の
作
成
に

つ
い
て
は
、
震
災
編
の
一
部

改
定
も
含
め
、
県
と
の
事
前

協
議
も
終
わ
り
、
本
協
議
に

出
し
承
認
待
ち
。
そ
の
後
策

定
と
な
る
。
ま
た
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
設
定
を
受
け

て
、
災
害
が
予
測
さ
れ
る
種

類
や
範
囲
等
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
を
年
度
末
ま
で
に

作
成
し
、
各
家
庭
に
も
配
布

し
て
周
知
し
た
い
。
各
自
治

会
で
は
災
害
時
に
要
援
護
者

の
安
否
確
認
や
誘
導
等
、

ま
た
避
難
経
路
等
の
具
体
的

な
自
治
会
独
自
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
等
の
取
り
組
み

も
お
願
い
し
た
い
。
 

議 会 だ よ り 32
No

一
般
質
問
第
4
回
定
例
会
　
9
月
１５
日
 

西村良子  議員 

田中敏雄 議員 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

Ａ 
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
 

同
様
、
し
か
し
萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
と
連
携
し
感
染
状
況
の
把
握
を
 

Ｑ 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
？
 

Ｑ 
町
の
防
災
計
画
・
防
災
対
策
は
万
全
 

で
す
か
！
 

Ａ 
防
府
市
の
災
害
を
教
訓
に
ハ
ザ
ー
ド
 

マ
ッ
プ
等
の
作
成
着
手
、避
難
勧
告
、
 

避
難
指
示
の
基
準
作
成
も
検
討
！
 

Ａ 
今
年
度
末
ま
で
 

に
策
定
す
る
 

Ｑ 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
 

プ
の
策
定
は
？
 

Ａ 
前
向
き
に
検
討
 

す
る
 

Ｑ 
水
質
検
査
料
金
 

の
補
助
は
？
 

Ａ 
補
修
工
事
な
ど
 

を
計
画
的
に
実
 

施
し
た
い
 

Ｑ 
道
路
の
維
持
管
 

理
に
つ
い
て
は
？
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町道田部青浦線災害現場 

宇生賀（黒川）の災害現場 

町道東方筒尾線の舗装補修 

うがいの励行 

問
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２０
年
度
一
般
会
計
は
、
当

初
予
算
が
２７
億
７
０
０
０
万

円
で
、
数
回
の
補
正
で
６
億

４
０
０
０
万
円
の
増
額
に
な

り
最
終
予
算
は
３４
億
円
余
と

な
っ
た
。
こ
の
大
き
な
増
額

は
世
界
的
な
経
済
不
況
に
対

す
る
景
気
対
策
の
結
果
で
、

決
算
の
大
き
な
特
別
会
計
を

含
む
町
の
財
政
規
模
は
４５
億

３
０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
 

　
一
般
会
計
で
は
、
年
度
末
 

  の
補
正
の
た
め
事
業
が
消
化

で
き
ず
多
額
の
繰
越
明
許
も

仕
方
な
い
。
な
お
町
民
税
等

自
主
財
源
の
割
合
が
多
少
増

え
好
ま
し
い
が
、
国
保
税
な

ど
の
未
収
額
が
増
加
、
さ
ら

な
る
徴
税
努
力
と
町
民
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
 

　
支
出
は
、
人
件
費
等
義
務

的
経
費
の
割
合
が
年
々
減
少

し
、
財
政
が
健
全
化
し
努
力

の
結
果
が
で
て
い
る
。ま
た
、

経
常
収
支
比
率
等
が
減
少
し

県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持

し
て
す
ば
ら
し
い
。
だ
が
自

主
財
源
は
２５
％
程
度
で
町
独

自
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進

す
る
こ
と
は
厳
し
く
さ
ら
な

る
努
力
が
必
要
。
 

　
特
別
会
計
は
、
独
立
採
算

性
が
原
則
な
の
に
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
額
が
前
年
度
よ

り
減
少
し
て
は
い
る
が
２
億

円
以
上
の
繰
り
出
し
に
な
っ

て
い
る
他
、
国
保
（
事
業
勘

定
）・
老
人
保
健
事
業
で
は

歳
入
不
足
が
生
じ
２１
年
度
予

算
を
充
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
医
療
費
削
減
や
議

会
で
の
意
見
・
要
望
等
を
参

考
に
、
連
携
を
図
り
さ
ら
な

る
努
力
を
期
待
す
る
。
全
般

的
に
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
町
財
政
の
健
全
運
用
に

努
力
の
跡
が
見
え
平
成
２０
年

度
一
般
会
計
等
の
決
算
は
原

案
の
承
認
に
賛
成
す
る
。
 

     阿
武
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
 

問
　
宇
田
小
学
校
跡
の
利
用

に
つ
い
て
地
域
住
民
の
意
見

を
集
約
す
る
の
に
何
回
集
会

を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
形
で

結
論
が
出
た
の
か
。
 

答
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
昨
年
の
１０
月

か
ら
審
議
を
重
ね
た
。
メ
ン

バ
ー
は
地
域
に
関
係
す
る
方

々
も
含
め
て
、
町
の
執
行
部

の
方
や
、
西
村
委
員
さ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
会
、

身
障
協
、
社
協
、
阿
武
福
祉

会
の
皆
さ
ん
ほ
か
で
、
全
体

会
議
を
４
回
。
ま
た
町
づ
く

り
懇
談
会
の
後
に
ご
意
見
を

う
か
が
う
場
と
し
て
、
一
般

の
方
々
を
含
め
た
会
合
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
が
集
う
公

民
館
的
な
も
の
と
い
う
意
見

が
相
当
あ
っ
た
が
、
結
果
的

に
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
べ
き
と
の
結
論
に

い
た
り
、
最
終
的
に
は
福
祉

施
設
を
中
心
に
利
用
す
る
こ

と
で
意
見
集
約
さ
れ
た
。
 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
 

     問
　
温
水
プ
ー
ル
の
屋
根
の

太
陽
光
発
電
の
発
電
量
の
表

示
板
が
室
内
に
設
置
し
て
あ

り
人
目
に
つ
き
に
く
い
。
外

部
に
も
エ
コ
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
人
目
に
つ
き
や
す
い

場
所
に
設
置
し
て
は
。
 

          答
　
あ
ま
り
設
置
費
を
か
け

ず
外
部
に
も
設
置
で
き
な
い

か
関
係
者
と
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
か
な
り
の
工
事
費
を
要

す
る
の
で
今
一
度
検
討
し
て

み
た
い
。
 

問
　
屋
内
の
表
示
板
を
外
部

に
移
動
で
き
な
い
か
。
 

答
　
そ
の
方
法
は
、
線
を
張

替
え
適
当
な
設
置
場
所
が
あ

れ
ば
可
能
で
あ
り
、
阿
武
町

が
エ
コ
の
取
組
み
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
面
か
ら
も
検
討
す
る
。 

問
　
保
育
園
児
の
保
育
料
が

も
っ
と
安
く
な
ら
な
い
か
。
 

答
　
阿
武
町
の
保
育
料
は
国

基
準
よ
り
安
く
、平
均
的
に
は

国
基
準
の
半
分
以
下
で
あ
る
。 

問
　
給
食
費
は
保
育
料
と
は

別
に
取
ら
れ
て
い
る
か
。
 

答
　
給
食
費
は
保
育
料
に
含

ま
れ
て
い
る
。
 

問
　
保
育
料
の
最
低
額
、
最

高
額
は
ど
の
程
度
ひ
ら
い
て

い
る
か
。
 

答
　
最
低
額
は
０
円
、
最
高

額
は
１
万
９
０
０
０
円
で
あ

る
。
内
訳
は
市
町
村
民
税
の

非
課
税
の
方
で
３
歳
以
上
の

方
は
６
０
０
０
円
、
第
２
子

の
方
は
半
額
、
第
３
子
の
方

は
０
円
、
の
取
り
決
め
と
な

っ
て
お
り
、
２
人
、
３
人
と

い
る
方
は
負
担
の
軽
減
措
置

が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

問
　
阿
武
町
財
産
に
関
す
る

調
書
で
土
地
開
発
基
金
運
用

状
況
の
土
地
な
ど
の
平
成
２０

年
度
末
現
在
高
が
１
億
２
９

０
０
万
円
を
有
し
、
そ
の
内

５
０
０
万
円
以
上
の
物
件
は
。 

答
　〈
場
所
・
土
地
建
物
面

積
・
売
買
金
額
〉
 

①
新
し
い
岡
田
橋
住
宅
と
汐

入
野
地
線
間
・
５
０
３
３
㎡

・
２
６
２
７
万
２
６
０
０
円
 

②
林
業
セ
ン
タ
ー
上
・
５
３

８
４
㎡
・
５
０
０
万
円
 

③
奈
古
第
一
分
団
車
庫
の
隣

左
側
駐
車
場
・
２
２
２
㎡
・

５
６
６
万
８
９
９
２
円
 

④
木
与
恵
寿
苑
下
の
駐
車
場

・
１
万
１
２
６
４
㎡
・
１
３

８
３
万
４
０
５
３
円
 

⑤
汐
入
野
地
線
で
新
し
く
付

く
道
路
役
場
方
向
に
向
か
っ

て
右
の
法
尻
・
１
４
０
３
㎡

・
７
０
１
万
５
０
０
０
円
 

⑥
駅
前
の
購
入
土
地
・
５
２

４
㎡
・
２
０
４
３
万
６
０
０

０
円
、
建
物
２
３
９
５
万
３

１
０
０
円
 

⑦
美
里
の
新
し
い
分
譲
宅
地

・
３
６
１
１
㎡
・
１
８
５
１

万
６
２
１
２
円
 

現地踏査 

議 会 だ よ り 32
No

小田達雄 議員 

太陽光エネルギー表示板 

奈古小学校（校舎建て替） 
 

旧宇田小学校（校舎有効利用） 
 

町道田部青浦線（災害復旧） 県道益田阿武線（県道路改良） 

町道畠田柳尾線（災害復旧） 

問
 

問
 

問
 

問
 

答
 

問
 

問
 

問
 

答
 

答
 

答
 

答
 

答
 

答
 

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 

９
月
１６
日
開
催
 

平
成
２０
年
度
　
決
算
賛
成
討
論
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各地区で運動会 

スポーツの秋 

　秋のスポーツシーズンが
到来し、各地区で運動会が
開催されました。 
　各地区の特色あるバトル
を紹介します。 

宇田郷地区　9／20

みどり保育園�10／11
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福賀地区　9／13

満 
喫 

満 
喫 

満 
喫 

奈古小・阿武中合同
9／13

親子で
…

夫婦
で…

地域
で…

クラスメイトで…
親子で
…

夫婦
で…

地域
で…

クラスメイトで…
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　「
第
２３
回
阿
武
町
ふ
れ
あ
い
歩

こ
う
大
会
」
が
、
１０
月
４
日
に
島

根
県
益
田
市
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
、

持
石
海
岸
、
萩
・
石
見
空
港
、
万

葉
公
園
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
・

実
行
委
員
合
わ
せ
て
１
２
８
人
が

参
加
し
ま
し
た
。   

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
石
見
路
ロ

マ
ン
„
自
然
と
文
化
の
大
パ
ノ
ラ

マ
“」で
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
三
里

ヶ
浜
持
石
パ
ー
キ
ン
グ
で
は
出
発

を
前
に
中
村
町
長
が
「
今
日
は
絶

好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
で
す
。

石
見
路
の
自
然
と
文
化
を
満
喫
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
雲

ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
の
な
か
心
地

よ
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
石
見
路

を
歩
き
ま
し
た
。 

　
今
年
は
持
石
海
岸
パ
ー
キ
ン
グ

を
ス
タ
ー
ト
、
三
里
ヶ
浜
、
萩
・

石
見
空
港
を
歩
き
万
葉
公
園
を
ゴ

ー
ル
す
る
約
８
・
３
km
の
コ
ー
ス

と
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
ク
と

し
て
万
葉
植
物
園
コ
ー
ス
（
約
１

km
）
と
蟠
竜
湖
コ
ー
ス（
約
３
km
）

を
歩
き
ま
し
た
。 

参加者の声 

眺めも気分も最高!!

　４年連続で参加しています。 三里
ヶ浜の海岸線を歩くのは、眺めもよ
く最高に気持良かったです。 

親子で参加 
松浦　勝さん 
（８５歳・浜の2） 
と能野泰枝さ 
ん（釜屋） 
 

第２３回 石
見
路
ロ
マ
ン 

自
然
と
文
化
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫

阿
武
町

ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会

阿
武
町

ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会

阿
武
町

ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
大
会

益田市持石海岸、
萩・石見空港、万葉公園で開催

１０月４日 

絶
好
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和 

萩・石見空港へ到着 

柿本人麻呂神社へ参拝 
 

歩こう大会クイズに答えて 
豪華賞品をケット 

 

万葉公園でお楽しみお弁当 
 

絶景かな・三里ヶ浜海岸
絶景かな・三里ヶ浜海岸

福賀中学校の生徒も参加 
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１０
月
 

生
ま
れ
 

柳
井
　
治
真
ち
ゃ
ん（
宇
田
浦
） 

平
成
20
年
10
月
16
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
陵
さ
ん
・（
マ
マ
）
恵
子
さ
ん 

         

 　
僕
は
お
散
歩
が
大
好
き
。
毎
日
、

お
祖
父
ち
ゃ
ん
や
お
祖
母
ち
ゃ
ん
、

曾
祖
母
ち
ゃ
ん
が
三
輪
車
を
お
し

て
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
ん
だ
。
 

　
早
く
手
を
つ
な
い
で
一
緒
に
歩

い
て
お
散
歩
出
来
る
よ
う
に
な
り

た
い
な
 は

る
　
ま 

はるま 

　ふるさと納税（寄付金）とは、自分が育

ったり、関係が深い地域を応援したいとい

う気持ちを形にするしくみです。ふるさと

振興基金への積み立て、自然、文化、地域

のために活用させていただきます。

　このたび１件20万円を積み立てさせて

いただきました。※本人の了承を得たものの

み掲載しています。

【20万円】水津なみえ（萩市在住）

現在の累計162万円です。

ありがとうございます。

ふるさと納税（寄附金）

近藤鈴香さんが日本学校農業
クラブ全国大会家畜審査競技
「肉牛の部」で優秀賞を受賞 

近藤鈴香さんが日本学校農業
クラブ全国大会家畜審査競技
「肉牛の部」で優秀賞を受賞 

 

    １０
月
９
日（
金
）６
チ
ー
ム
・
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
 

★
優
　
勝
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
 

★
準
優
勝
　
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ン
ク

　
　
　
　
　
ラ
ブ
 

           １０
月
１１
日（
日
）５
チ
ー
ム
（
棄
権

１
チ
ー
ム
）
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

★
優
　
勝
　
ク
ラ
ブ
・
ビ
ー
ス
ト
 

★
準
優
勝
　
奈
古
マ
ン
キ
ー
ス
 

   Ａ
Ｂ
Ｕ
3
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

阿
武
町
秋
季
軟
式
野
球
大
会
 

表
彰
席優勝したチャレンジャー 

のみなさん 
優勝したクラブ・ビースト 

のみなさん 

　
１０
月
７
日
〜
８
日
に
茨
城

県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
６０
回

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
平
成
２１
年
度
茨
城
大
会

家
畜
審
査
競
技
「
肉
牛
の

部
」
に
、
山
口
県
立
奈
古
高

等
学
校
（
生
物
資
源
科
学
科

３
年
）の
近
藤
鈴
香
さ
ん（
惣

郷
）
が
山
口
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
 

　
出
場
し
た
肉
牛
の
部
は
、
成
牛（
雌
牛
）の
部
、

部
位
（
背
・
体
型
・
も
も
）
の
部
、
子
牛
の
部
の

３
部
門
を
審
査
し
、
良
い
牛
の
順
位
を
決
定
す
る

も
の
で
、
出
場
を
決
め
た
県
大
会
で
は
４６
人
中
１

位
（
過
去
最
高
得
点
）
に
輝
い
て
い
ま
す
。
 

　
近
藤
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で
は
、
牛
は
見
た
目

で
判
断
で
き
ず
、
牛
を
し
っ
か
り
さ
わ
ら
な
い
と

優
劣
を
判
断
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
緊
張
し
た
け

ど
力
は
発
揮
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

          　
１０
月
１３
日
役
場
で
、
萩
信
用
金
庫
か
ら

町
へ
寄
附
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
同
信
用
金
庫
が
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
特
典
付
き
定
期
預
金

を
営
業
地
区
内
の
市
町
に
寄
附
さ
れ
た
も

の
で
、
阿
武
町
に
は
９
万
２
５
４
２
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
寄
附
金
は
地
域
振
興
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◆
阿
武
町
教
育
長
賞
 

　
題
名
「
た
っ
た
一
言
の
言
葉
か
ら
」
　
 

　
　
奈
古
小
学
校
６
年
　
小
田
　
直
美
 

◆
萩
保
護
区
保
護
司
会
長
賞
 

　
題
名
「
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
」
 

　
　
阿
武
中
学
校
２
年
　
野
村
紗
季
江
 

　
題
名
「
あ
い
さ
つ
と
、
ま
る
い
気
持
ち
」
 

　
　
福
賀
中
学
校
２
年
　
直
江
　
　
澪
 

◆
萩
市
更
生
保
護
協
会
長
賞
 

　
題
名
「
父
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
 

　
　
奈
古
小
学
校
３
年
　
末
益
　
泰
仁
 

萩信用金庫から寄附 萩信用金庫から寄附 萩信用金庫から寄附 

萩
市
・
阿
武
町
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

第５９回“社会を明るくする運動”
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夏季訓練での操法の様子 

                 　
„
奈
古
の
天
神
様
“
菅
原
神
社

（
東
方
）
の
秋
祭
り
が
９
月
２４
日

・
２５
日
の
２
日
間
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

　
舞
を
奉
納
す
る
巫
女
は
、
奈
古

小
１
年
の
後
根
彩
乃
さ
ん
（
釜
屋

・
右
）
と
八
代
伊
代
さ
ん
（
東
方

・
左
）
の
２
人
が
務
め
ま
し
た
。

巫
女
の
舞
保
存
会
の
指
導
の
も
と

３
週
間
続
け
た
練
習
の
成
果
を
披

露
。
観
客
か
ら
は「
か
わ
い
い
ね
、

上
手
や
ね
」
と
声
援
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

　
２４
日
の
夜
は
天
神
様
の
鳥
居
の

前
で
、
２５
日
は
奈
古
町
内
を
扇
と

鈴
を
持
っ
た
か
わ
い
ら
し
い
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。 

   宣
言
を
朗
読
。
続
い
て
、
み
ど
り

保
育
園
の
か
わ
い
い
園
児
が
遊
戯

を
披
露
し
歓
迎
し
ま
し
た
。
 

　
９
月
２４
日
に
町
内
３
地
区
で
開

催
さ
れ
た
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作

戦
で
は
、「
事
故
な
し
」
に
引
っ

か
け
た
特
産
の
福
賀
梨
や
、
商
工

会
女
性
部
が
平
成
５
年
か
ら
１５
年

間
続
け
て
い
る
交
通
安
全
祈
願
テ

ィ
ッ
シ
ュ
、
奈
古
高
生
の
製
作
し

た
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
を
、
奈
古
高

生
徒
や
萩
阿
武
商
工
会
女
性
部
阿

武
支
部
、
交
通
安
全
母
の
会
の
会

員
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

               　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月
２１
日
〜
３０
日
ま
で
の
１０
日
間
全

国
一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
阿

武
町
で
は
こ
の
期
間
中
、
朝
と
夕

方
に
国
道
な
ど
の
危
険
個
所
で
の

街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

自
動
車
パ
レ
ー
ド
、
３
地
区
で
の

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
９
月
１８
日
に
行
わ
れ
た
交
通
安

全
自
動
車
パ
レ
ー
ド
で
は
、
町
内

の
事
業
所
や
各
地
区
分
会
か
ら

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
参
加
し
、
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
の
ぼ
り
旗
を
設

置
し
町
内
外
を
啓
発
し
て
回
り
ま

し
た
。
 

　
役
場
本
庁
で
は
、
パ
レ
ー
ド
隊

を
代
表
し
て
小
田
建
設（
株
）小
田

穣
一
さ
ん
（
寺
東
）
が
交
通
安
全
 

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係（☎2―3111）　E-mail : kikaku@town.abu.yamaguchi.jp

奈
古
高
生
・
商
工
会
女
性
部
ら
が
交
通
安
全

を
呼
び
か
け

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

福賀分団のメンバー　右から白松さん、 
常永さん、小野さん、水津さん、大谷さん 

マナーアップ作戦の様子 

交通安全宣言を朗読 
 

みどり保育園が 
遊戯を披露 

自動車パレードの様子 

菅
原
神
社
秋
祭
り

常
永
康
富
さ
ん
 

木
村
誠
分
団
長
 

                　
第
５６
回
山
口
県
消
防
操
法
大
会

が
、
９
月
１９
日
に
山
口
市
の
県
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
阿
武
町
消
防

団
か
ら
福
賀
分
団
５
人
が
出
場
し

ま
し
た
。
 

　
出
場
者
は
〈
指
揮
者
〉
白
松
靖

之
さ
ん（
下
笹
尾
・
３３
歳
）、〈
１

番
員
〉水
津
明
文
さ
ん（
栃
原
・
４０

歳
）、〈
２
番
員
〉
小
野
裕
二
さ
ん

（
下
笹
尾
・
３０
歳
）、
常
永
康
富
さ

ん
（
新
生
・
４２
歳
）、〈
補
助
員
〉

大
谷
治
之
さ
ん
（
飯
谷
・
３１
歳
）

（
操
作
順
）
で
、
基
本
操
法
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
大
健
闘
し

ま
し
た
。
 

　
消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
技
術

の
向
上
や
消
防
の
士
気
・
連
帯
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
団
員
は
今
年
４
月
か
ら

訓
練
を
は
じ
め
６
カ
月
に
わ
た
り

技
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。 

　
出
場
し
た
常
永
康
富
さ
ん
は

「
６
カ
月
間
の
練
習
で
体
が
自
然

に
動
く
ま
で
に
な
っ
た
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
基
本
動
作
を
確
実
に
こ

な
す
大
切
さ
が
わ
か
り
、
消
防
精

神
を
鍛
え
ら
れ
た
。
ご
指
導
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
。
 

　
福
賀
分
団
分
団
長
の
木
村
誠
さ

ん（
久
瀬
原
）は「
６
カ
月
間
の
訓

練
に
よ
く
耐
え
た
。
４
月
に
福
賀

分
団
に
再
編
さ
れ
、
操
法
訓
練
で

若
い
団
員
も
良
く
ま
と
ま
っ
た
。

こ
の
訓
練
を
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
欲
し
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

  

6カ月間消防精神を鍛えた
福賀分団が県消防操法大会に出場
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山・海・里Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ まちの話題まちの話題
                　「

第
２９
回
自
然
探
訪
と
き
の
こ
狩
り
」

が
１０
月
１２
日
、
福
賀
亀
尻
の
山
林
で
阿

武
町
林
業
振
興
会
が
主
催
の
も
と
開
催

さ
れ
、
広
島
県
や
県
内
各
地
か
ら
約
５２

人
が
訪
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
き
の
こ

を
求
め
て
付
近
の
山
林
を
散
策
。
お
よ

そ
７０
種
類
の
き
の
こ
を
採
取
し
ま
し
た
。 

　
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
職

員
で
き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
井
上
さ

ん
は
「
採
取
し
た
き
の
こ
で
食
べ
ら
れ
 

自然探訪ときのこ狩り
“里山の秋”と“山の恵み”を堪能

                る
の
は
１０
種
類
ぐ
ら
い
、
名
前
の
わ
か

ら
な
い
キ
ノ
コ
は
絶
対
食
べ
て
は
い
け

ま
せ
ん
」と
説
明
。
昼
食
は
む
か
ご
飯
、

き
の
こ
汁
な
ど
で
山
の
実
り
を
お
腹
い

っ
ぱ
い
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
恒
例
の
松
茸

争
奪
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
栗
の
イ
ガ
を

使
っ
た
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
主

催
者
ら
と
の
 

交
流
も
図
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

尼子義久ゆかりの大覚寺 
 

道の駅発祥交流館でメダカに 
ついて説明する矢次さん夫妻 

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
環
境
、
人
物
な
ど

の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
で
、
地
域

再
発
見
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
、（
財
）山
口
県
人
づ
く
り
の
主
催
で

わ
が
町
再
発
見
講
座
が
、
１０
月
３
日
に
町
内

で
開
催
さ
れ
、
１３
人
の
研
修
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

　
阿
武
町
の
コ
ー
ス
は
、
道
の
駅
発
祥
交
流

館
↓
外
海
第
２
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
↓
大
覚

寺（
尼
子
義
久
の
墓
）↓
清
ヶ
浜（
鳴
き
砂
）↓

尾
無
公
民
館
↓
旧
宇
田
小
学
校
（
福
祉
施
設

へ
の
転
用
計
画
）↓
宇
田
郷
漁
業

集
落
の
町
歩
き
↓
尾
無
港
↓
Ｊ
Ｒ

惣
郷
鉄
橋
↓
福
の
里
直
売
所
の
、

１０
カ
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
視
察
者
か
ら
は
「
阿
武
町
の
魅

力
は
海
と
山
の
素
晴
ら
し
い
自
然

が
両
方
あ
る
こ
と
」「
自
然
を
大

切
に
し
て
お
ら
れ
、
町
民
の
方
は

情
熱
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
で

提
案
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
阿
武
町

の
基
本
計
画
に
も
反
映
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 

わが町再発見講座で町内の名所を視察

町の魅力は“海”や“山”
のすばらしい自然!!

参加した研修生参加した研修生 参加した研修生 

“人間とは” “自分とは”何かを考える!?
劇団野ばらが福賀で講演

          

    　
９
月
１６
日
に
山
口
県

青
少
年
劇
場
学
校
講
演

が
、
の
う
そ
ん
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
福
賀

小
学
校
・
中
学
校
の
児

童
生
徒
３２
人
が
観
賞
し

ま
し
た
。
上
演
し
た
の

は
全
国
的
に
活
躍
し
て

い
る
「
劇
団
野
ば
ら
」

で
演
題
は
「
あ
し
た
、

あ
さ
っ
て
、
し
あ
さ
っ

て
」。
ゲ
ー
ム
が
大
好

き
な
少
年
が
、
夢
の
中

で
ゲ
ー
ム
の
世
界
へ
入

り
込
ん
で
し
ま
う
。
そ

の
中
で
人
間
と
は
!?
自

分
と
は
!?
何
か
を
見
つ

め
直
す
内
容
で
す
。
本

格
的
な
演
劇
に
子
ど
も

た
ち
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

くりイガ風船割りゲーム 

松茸争奪じゃんけん大会 

松茸が不作のため 
目録を贈呈 むかご飯を飯ごうで炊きます 

きのこアドバイザーの 
井上さん 

めずらしい 
冬虫夏草の一種 
サナギタケ 
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ふるさと彩生⑤

県
外
者
を
対
象
に
体
験
型
 

　
移
住
ツ
ア
ー
を
開
催
!!
 

特集特集

夫　友達も出来て楽しい思い出が出来まし
た。シーカヤックは初体験だったけど楽し
かった。前向きに移住を考えて行きたいで
す。阿武町は昔なつかしい感じがして、み
なさん非常に熱心で町を愛しているんだな
と思いました。無角和牛を食べさせるレス
トランが欲しいですね。 
妻　子どものころ周南市鹿野に住んでいま
した。インターネットで見た空き家が気に
なって応募しました。アドバイザーの方が
熱心で今まで出会ったことのない町でした。 

蔡　光明さん・岩井えり子さ
ん（兵庫県） 
　私の想像していた通りだっ
た。気候もよく最高でした。
あったか村の取り組みが印象
に残りました。町の方も裏表
がなく温かかった。阿武町は
“ほっこりした”気分にさせ
てくれますね。大きな自然に
つつまれて、人情につつまれ
て良い体験ができました。 

宮内新一さん・鍛冶雅子さ
ん（兵庫県） 
　良いメンバーに会えて良
かった。水の豊かさ、せせ
らぎがキレイでした。また
機会があれば参加したいで
す。空き家をもう少し時間
をかけて見てみたかった。
海に沈んでいく夕日が見れ
なかったのが残念です。 

来て・見て・里山、里海の
良さを感じてください!!
来て・見て・里山、里海の
良さを感じてください!!
来て・見て・里山、里海の
良さを感じてください!!

阿武町里山暮らし
　　　体験ツアー

阿武町里山暮らし
　　　体験ツアー
阿武町里山暮らし
　　　体験ツアー

　„
来
て
・
見
て
・
里
山
、
里
海
の
良
さ
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
“
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

の
も
と
、
県
外
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を

対
象
と
し
た
平
成
２１
年
度
「
阿
武
町
里
山

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
が
、
９
月
２０
日
〜
２２

日（
２
泊
３
日
）に
山
口
県
共
催
の
も
と
町
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
兵
庫
県
や
愛
知
県
な
ど
か
ら
６
世
帯
１０
人

が
参
加
さ
れ
、
宇
田
郷
の
農
家
民
宿
「
一
服

庵
」
や
漁
家
民
宿
「
浜
の
小
屋
」
に
宿
泊
し

ま
し
た
。
 

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
里
海
・
筒
尾
湾

を
舞
台
に
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、
里
山
・
あ

っ
た
か
村
で
の
里
山
散
策
や
木
工
体
験
、
空

き
家
の
見
学
、
定
住
者
の
お
宅
訪
問
な
ど
阿

武
町
へ
の
定
住
を
想
定
し
た
内
容
を
企
画
。

初
日
に
は
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
筒
尾

地
区
のG
I

・P
addlers

の
艇
庫
で
開
催
し
、

ツ
ア
ー
参
加
者
、
移
住
者
、
定
住
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
、
筒
尾
自
治
会
か
ら

も
参
加
い
た
だ
き
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

あ
ん
 

い
っ

ぷ
く
 

ギ
　
　
　
　
　
　
パ
ド
ラ
ー
ズ
 

田中義文さん・ 
順子さん夫妻 
　（兵庫県） 

参加者の 
インタビュー 

GI・Paddlers高井さんの 
指導でシーカヤックを体験 

 

ギ　　　　　パ ド ラ ー ズ 

糸のこを使っての木工体験 

移住者　上沢さん宅を訪問 
 
 

地元産にこだわった 
旬の食材が並びます 

ウエルカムパーティーでは 
定住アドバイザー、移住者、 

筒尾自治会も参加 

あったか村で里山散策 
野生の梨を収穫 
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な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

「
私
の
安
心
・
私
達
の
安
全
・
地
域
の
和
」
 

奈
古
寿
齢
大
学
9
月
講
座
 

　
９
月
１８
日
、
奈
古
寿
齢
大
学
９

月
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
最
初
に
萩
警
察
署
交
通
課
井
上

総
務
係
長
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
交
通
安
全
・
地
域
安
全
の
講

話
と
実
例
の
お
話
し
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
最
近
は
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
特
に
気
を
つ
け
な
く
て

は
な
ら
な
い
事
柄
を
、
萩
地
域
で
起
こ
っ
た
事
例
を
ま
じ

え
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
役
場
経
済
課
か
ら
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
で
増
加
傾
向
に
あ
る
、
架
空
請
求
詐
欺
に
つ
い
て
の
お

話
し
も
伺
い
ま
し
た
。
 

　
 
 

「
会
員
募
集
中
、参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
 

奈
古
さ
つ
き
婦
人
学
級
生
花
教
室
 

　
平
成
２１
年
６
月
か
ら
開
催
し
、
現
在
、
３
回
目
と
な
り

会
員
は
６
人
で
す
。
 

　
教
室
は
毎
月
第
２
火
曜
日
の
夜
７
時
３０
分
か
ら
、
阿
武

町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
お
花
を
生
け
な
が
ら
季
節

を
感
じ
、
話
・
輪
・
和
の
な

ご
や
か
な
教
室
と
な
っ
て
い

ま
す
。中
央
公
民
館
で
随
時
、

学
級
生
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
 

　
☎
２
ー
２
０
４
４
 

　
ＦＡＸ
２
ー
２
０
７
５
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で 

４
つ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

　
福
賀
地
区
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
４

日
に
、
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
９
チ
ー
ム
４５
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
と
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
根
を
一
体
化
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

シ
ャ
ト
ル
ボ
ー
ル
を
、
普
通
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ピ
ッ
チ

ン
グ
ウ
ェ
ッ
ジ
）
で
打
ち
、
傘
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
ホ

ー
ル
へ
入
れ
る
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
の
一
種
で
す
。 

　
当
日
は
、
少
し
強
め
の
風
で
思
う
よ
う
に
飛
ば
す
こ
と

が
出
来
ず
、
悪
戦
苦
闘
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
４

人
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
決
め
る
な
ど
、
歓
声
の
絶

え
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

　
優
　
勝
　
Ｊ
Ｐ
（
ポ
リ
ス
） 

　
準
優
勝
　
下
東
郷 

　
第
３
位
　
商
工
会 

 

高
齢
者
教
室
で
交
通
安
全
指
導 

　
高
齢
者
教
室
の
９
月
講
座
が
９
月
２４

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
に
合

わ
せ
て
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
を
テ
ー

マ
に
、
福
賀
駐
在
所
の
西
坂
章
士
所
長

を
講
師
に
お
招
き
し
て
、
高
齢
者
が
事

故
に
遭
わ
な
い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
の
心
が
け
な
ど
、
ビ
デ
オ
や
講
話
で
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、「
運
動
期
間
だ
け
で

な
く
、
普
段
か
ら
の
注
意
で
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
」

と
思
い
を
新
た
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

宇
田
郷
婦
人
若
葉
学
級
開
催 

　
１０
月
３
日
、
秋
晴
れ
の
も
と

若
葉
学
級
の
移
動
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
柳
井
市
に
あ
る
山
口
フ
ラ
ワ

ー
ラ
ン
ド
を
散
策
し
一
面
に
広

が
っ
た
様
々
な
花
を
見
て
、
心

も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。 

　
菓
子
乃
季
工
場
見
学
で
は
、

和
菓
子
職
人
の
熟
練
工
の
技
に

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
バ
ス
の
中
で
は
こ
れ
か
ら
の

行
事
に
つ
い
て
話
し
合
う
な
ど

会
話
も
は
ず
み
、
親
睦
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
実
り
の
秋
い
っ
ぱ
い
」 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

９
月
１７
日
　
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
２９
人
参
加
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

　
優
　
勝
　
杉
村
広
太
郎
（
井
部
田
） 

　
準
優
勝
　
西
村
　
忠
久
（
　
郷
　
） 

　
第
３
位
　
白
石
　
益
雄
（
　
郷
　
） 

【
レ
デ
ィ
の
部
】 

　
優
　
勝
　
近
藤
利
津
子
（
井
部
田
） 

　
準
優
勝
　
白
石
　
寿
江
（
井
部
田
） 

　
第
３
位
　
岩
本
　
房
枝
（
　
郷
　
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】 

　
優
　
勝
　
白
石
　
修
照
（
井
部
田
） 

　
準
優
勝
　
西
村
　
弘
義
（
　
郷
　
） 

　
第
３
位
　
金
�
　
貴
春
（
尾
無
畑
） 

花を楽しむ若葉学級会員 
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シリーズ　奈古高はいま 

阿
武
町
小
・
中
合
同
運
動
会  

　
　
に
吹
奏
楽
部
が
参
加  

           

　
９
月
１３
日
、
小
中
合
同
運
動
会

開
会
式
に
吹
奏
楽
部
が
参
加
し
ま

し
た
。
地
元
小
・
中
・
高
等
学
校

の
連
携
を
深
め
る
一
環
と
し
て
参

加
し
、
吹
奏
楽
部
は
小
・
中
学
生

の
入
場
行
進
曲
を
演
奏
し
て
開
会

式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
会
場
の
町
民
の
方
か
ら
も
「
と

っ
て
も
良
か
っ
た
よ
」「
や
っ
ぱ

り
生
の
演
奏
は
迫
力
が
あ
る
ね
」

な
ど
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
奈

古
高
校
と
し
て
お
役
に
立
て
た
と

喜
ん
で
い
ま
す
。
準
備
期
間
が
短

く
、
入
場
行
進
の
み
の
演
奏
に
な

り
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
も
っ
と

充
実
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

プ
ロ
の
作
る
、 

　
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
に
学
ぶ 

　
９
月
１４
日
、
生
物
資
源
科
学
科

３
年
生
（
食
品
コ
ー
ス
９
人
）
を

対
象
に
民
間
講
師
招
へ
い
事
業
と

し
て
、
萩
市
の
プ
チ
・
シ
ャ
ト
ー

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
で
あ
る
宮
本

さ
ん
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
ロ

ー
ル
ケ
ー
キ
の
製
造
方
法
を
学
び

ま
し
た
。 

         

　
こ
の
事
業
は
今
年
で
４
年
目
を

迎
え
、
プ
ロ
の
技
を
体
験
す
る
も

の
で
す
。
味
を
引
き
立
て
る
た
め

に
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
生
地
に
は
ジ

ェ
ノ
ワ
ー
ズ
を
、
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ

ー
ム
に
は
ク
レ
ー
ム
・
シ
ャ
ン
テ

ィ
ー
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、
実
際
に
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

を
作
り
な
が
ら
丁
寧
に
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ェ
フ
の

慣
れ
た
「
プ
ロ
の
技
」
に
、
生
徒

は
目
を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
生
徒
も
実
際
に
製
造

を
行
い
ま
し
た
が
、
当
然
、
宮
本

さ
ん
の
よ
う
に
は
い
か
ず
、
そ
の

都
度
、
宮
本
さ
ん
に
工
程
ご
と
の

説
明
と
細
か
な
手
ほ
ど
き
を
受
け

ま
し
た
。 

　
こ
の
貴
重
な
体
験
を
受
け
た
生

徒
の
中
に
は
食
品
関
係
に
就
職
を

希
望
す
る
も
の
も
お
り
、「
良
い

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
も
頑

張
り
ま
す
」
と
希
望
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。      

 

エ
イ
ズ
（
H
I
V
感
染
） 

　
　
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ 

　
９
月
１７
日
、
１
年
生
全
員
（
普

通
科
２３
人
・
生
物
資
源
科
学
科
２２

人
）
が
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間
、
性
教

育
の
一
環
と
し
て
、
養
護
教
諭
よ

り
エ
イ
ズ
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
理
解
す
る
た
め
の
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

         

　
最
初
に
エ
イ
ズ
ス
ト
ッ
プ
の
ポ

イ
ン
ト
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
エ
イ

ズ
患
者
の
違
い
、
感
染
に
対
す
る

原
則
な
ど
、
と
も
す
れ
ば
専
門
的

内
容
で
理
解
が
難
し
い
内
容
に
つ

い
て
、
生
徒
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
、
充
実
し
た
内
容
の
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、「
エ
イ
ズ
だ
け
で
な

く
感
染
症
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

気
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
分
の
体
は
、
自
分
で
守
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
」
と
指

導
さ
れ
授
業
を
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
エ
イ
ズ
予
防
教
育
は
、
年

１
回
学
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。                       

 

生
徒
の
手
作
り
マ
ス
コ
ッ

ト
で
交
通
安
全
を
啓
発 

　
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦 

　
阿
武
町
を
通
過
す
る
運
転
者
、

地
域
住
民
等
を
対
象
に
交
通
安
全

思
想
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
が
９
月

２４
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
奈
古
高

校
で
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
、
毎
年
、
生
徒
会
や
家
庭
ク
ラ

ブ
を
中
心
に
こ
の
行
事
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
家
庭
ク
ラ
ブ
の
生
徒

は
運
転
者
に
渡
す
マ
ス
コ
ッ
ト
作

り
を
担
当
し
、
今
年
の
干
支「
丑
」

に
ち
な
ん
で
、「
牛（
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
）」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
１
５
０ 

        

個
作
り
ま
し
た
。こ
こ
数
年
は
、そ

の
干
支
に
ち
な
ん
だ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
準
備
も
整
っ
て
９
月
２４

日
、
才
ヶ
峠
パ
ー
キ
ン
グ
に
於
い

て
秋
の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら 

        

は
、
生
徒
会
役
員
と
家
庭
ク
ラ
ブ

役
員
の
生
徒
９
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
中
で

し
た
が
、
地
域
住
民
の
方
々
と
共

に
、
福
賀
の
梨
、
交
通
安
全
を
Ｐ

Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
、
牛
の
マ
ス
コ
ッ

ト
を
運
転
者
に
手
渡
し
、
元
気
よ

く
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
生
徒
も
は
じ
め
は
緊
張
し
て

い
た
様
子
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣

れ
、「
福
賀
の
梨
で
す
。
交
通
事

故
も
„
な
し
“
で
お
願
い
し
ま
す

！
」
と
、
笑
顔
で
運
転
者
に
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。 

　
多
く
の
運
転
者
に
呼
び
か
け
た

交
通
安
全
。
こ
の
日
だ
け
に
終
わ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
も
心

に
留
め
、
交
通
事
故
„
な
し
“
の

生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。 



　１回戦は小中学生の対戦。
２回戦は途中から教職員が、
３回戦は途中から保護者が参
加というお助けマン登場の綱
引きです。 

　前半は小学生が、後半は中
学生が棒やタイヤを奪い合い
ます。どれを奪いに行くか、
スピード、パワー、判断力が
必要な競技です。 

　小学校１年生から中学校３
年生までバトンをつなぎます。
ショートカットコースで順位
が入れ替わり大いに盛り上が
りました。 
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教育のひろば  

夢や
希望
に向かって

、自ら学び、心豊かに、
たく
ましく生

きる児童・生徒の育成
福賀小学校・中学校 ～運動会の巻 

　福賀小・中学校は、『生きる力』を育成するために、小中のしなやかな連携を基盤とし
た「小・中」一貫教育を推進しています。今年の運動会は小中のきずなをいっそう強め
る競技で見所がいっぱいでした。ご紹介しましょう。 

　午前中は赤組が大差でリードしていましたが午後の競技で白組が徐々に点差を縮め、
最後のオールスターリレーで逆転優勝をおさめるという劇的な結果が待っていました。
勝った嬉しさ、負けた悔しさ、力を出し切ったという達成感、満足感。３２人の子供たち
が全力投球でぶつかり合い、高め合い、感動的な運動会になりました。 

　小学生にもできることをやっていこうと、今年度は赤組・白組それぞれのシンボルキャラクタ
ーを作りました。アイデアを募り、１年生～４年生が夏休み中に仕上げました。赤組は『イラ
オ君』、白組は『福だるまん』です。 
　力を入れた応援合戦は、夏休み中から小学生と中学生が話し合いを進め、今年度は小学生が企
画を考え中学生に動いてもらう時間もありました。運動会の思い出NO.1は応援合戦でした。 

優勝した『楽笑』白組 「完全燃焼」した赤組優勝した『楽笑』白組 「完全燃焼」した赤組優勝した『楽笑』白組 「完全燃焼」した赤組

エンジョイお助け綱引き スピード＆パワー 輝け！オールスターリレー
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元気島通信元気島通信元気島通信 ☆発進！スマイル（笑顔）＆ 
　　　　トーク（声かけ）☆ 

斉藤保健師 

　６５歳以上の人を対象にインフルエンザの予防接種を下記の通り行います。 
　インフルエンザは高齢者がかかった場合には、肺炎等の合併症を引き起こす確率が高くなります。今
年はワクチンが不足することも予測され、ワクチンを接種しても効果がでるまでに約２週間かかると言
われています。 
　流行する前に、できるだけ早く予防接種を受けて発病を防ぐことが大切です！ 
 
【対　象　者】　６５歳以上の人　※６０～６４歳までの人で心臓、肝臓、呼吸器、免疫の機能に障害が
　　　　　　　　　ある人も対象になります。詳しいことは接種する医師にお尋ねください。 
【実 施 場 所】　山口県内の医療機関（実施していない医療機関もあります） 
【実 施 期 間】　平成２１年１１月～平成２２年２月末 
【個人負担金】　１，０５０円（医療機関の窓口でお支払いください） ※生活保護世帯は無料です。 
【申し込み方法】　希望される医療機関に直接お申し込みください。 
　　　　　　　　　※予診票は各医療機関に置いてあります。治療しているところと違う医療機関で受
　　　　　　　　　　ける場合は､かかりつけの医師に予防接種を受けて良いか確認をしておいてくだ
　　　　　　　　　　さい。 

　今回は役場内で実施中の『ABU健康支援プロ
ジェクト』の紹介です。 
　町が元気になるためには、まず、行政を担う役
場の職員が元気でなければということで「今なら
できる！気づいて一緒にがんばろう!!」をテーマ
に町長をはじめ、全職員を対象とした健康づくり
実践活動が進行中です。期 
間は9月～12月の3か月間。 
　運動強度を知るライフレ 
コーダーの装着、体力測定、 
健康知識や意識のアンケー 
トを実施し、今後は測定結 
果などを見ながら個人個人の健康目標を立て実践
していきます。また、12月には全体集会を行う
予定です。 
　あなたの職場やご近所では、最近、どんな健康
づくりや話題がありますか？また、声かけや笑顔
は広がっているでしょうか？？ 

1）完全主義をやめる 
2）自分のミスに厳しすぎるのをやめる 
3）全てをコントロールしようとするのをやめる 
4）余計な関わりをもつのをやめる 
5）自分の体調や健康を無視するのをやめる 
6）見栄をはって助けを求めないのをやめる 
7）ちょっと手をとめて自分や家族のための時間
　　をとる 
8）孤立しない、温かい人間関係を何人かつくる 

うつ病とは・・・  
「心身の疲れがたまり、自律神経のバランスが
崩れ悪循環をきたしている状態」です。 

　８つの秘訣の中で、あなた 
が“これならできる！”と感 
じることをまずは３日間チャ 
レンジしてみませんか？ 

“うつ”にならない 
　　ための８つの秘訣 

６５歳以上の皆さんへ 
インフルエンザ予防接種のお知らせ 

発進！ 
スマイル＆トーク　NO.4 原田保健師 木原保健師 

★　ご不明な点は、役場民生課（☎２－３１１３）までご連絡ください　★ 

(体力測定：閉眼片足立ち)
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ヘルスメイト通信ヘルスメイト通信
　今回は、今年５月～６月にかけて行われた『野菜大好きプロジェクト』

について、田中清子（三和）、千藤壽子（下東郷）、原八千代（伊豆）、上村恭

子（上万）がご紹介します。

ヘルスメイト自身が活動を紹介します！ 

No.8 
～福賀地区編～ 

　子どもさんによっては、好きな野菜と

苦手な野菜があるかと思います。苦手な

ものでも食べ物を大切に思い、自分の体

のことを考えて、がんばって食べようと

思う気持ちが大切だと思います。

　保育園では苦手な野菜をがんばって食べているけれども、家では手をつけない子どもさんもおられるそうで

す。アンケートの回答の中には、子どもが野菜大好きになるはたらきかけとして「一緒に料理する」という意

見がありました。とてもうれしく思いましたし、ぜひ実践してほしいと思いました。

　今回プレゼントした野菜の苗は、ミニトマトやきゅうり、

かぼちゃ、オクラ、とうもろこしなど９種類でした。８月に

は野菜を植えたその後の様子について、アンケートを各家庭

に配布してお聞きしています。その内容についてアンケート

にお答えいただいた19家庭の回答よりお知らせします。

（　）の中の数字は回答数です。

○もらった野菜の種類は何ですか？

　1位：ミニトマト、2位：きゅうり、3位：かぼちゃ

○主に野菜の世話をした人は誰ですか？（複数回答）

　1位：母（7）、2位：子ども・祖父母（6）

○収穫できた野菜は何ですか？

　1位：ミニトマト（14）、2位：きゅうり（10）、

　3位：かぼちゃ（9）

○収穫した人は誰ですか？

　1位：子ども（12）、2位：祖父母（9）、3位：母（6）

○子どもが野菜大好きになるはたらきかけで大切なことは？

　1位：野菜を収穫する（15）、2位：野菜を育てる（13）、

　3位：おいしく楽しく食事をする（12）

　野菜を育てて、うれしそうに収穫する子どもさんたちの姿を思いながら、野菜苗を育てて、プレ
ゼントしました。今、核家族の家庭が増えている中で、どの家庭も日々忙しく、家庭での食育の取
り組みもかなり意識して行われなければ、難しい時代なのではないかと思います。この野菜苗のプ
レゼントをきっかけに、「食の基本は家庭」であり、小さい頃から「心を育てる食」の取り組みを
ぜひ続けていただければと思います。

　この事業は以前、地元のおばあちゃんが育てている

野菜苗をおすそ分けしてもらい、みどり保育園（本園）

の家庭へプレゼントしていました。子どもたちが野菜

が育つ過程を知り、食べ物を大切に思い、野菜が大好

きになって、元気な身体を作ることにつながれば、と

いう思いからスタートしました。平成20年からは食生

活改善推進協議会の活動ということで、毎年1回お勧め

の野菜の苗や種をプレゼントしています。

家庭に植えられたプ
ランターのミニトマ
ト！いくつか実をつ
けました。自分で育て
た野菜はおいしい！

左から田中さん、千藤さん 
　　　原さん、上村さん 

大切に育てられた
野菜苗！これから
子どもたちにプレ
ゼントされます。



20

萩税務署からのお知らせ 

　萩税務署では、「税を考える週間」の行事と
して、管内の中学生・高校生から応募していた
だいた租税作品（作文・習字）を展示します。 
 
 
 

※作文は優秀作品、習字は応募のあった全作品
を展示します。 

　管内の源泉徴収義務者の方を対象に
した年末調整説明会を開催します。 

●老齢基礎年金は、２０歳から６０歳になるまで４０年間保険料を納付しなければ、満額の年金を受け取る
ことができません。 
　　老齢基礎年金額（満額）＝７９２，１００円（平成２１年度の年額） 
　例えば、保険料の納付済期間が３０年間の場合は、満額の４分の３の年金額となります。 

●国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が４０年間に満たない場合は、６０歳から
６５歳になるまでの間に国民年金に任意加入して、満額の年金に近づけることができます。 
　　ただし、厚生年金保険（サラリーマン等）、共済組合（公務員等）の被保険者（第２号被保険者）の
方は、任意加入することはできません。 
　※老齢基礎年金を繰り上げ請求した場合は、任意加入はできません。 

★なお、老齢基礎年金を受給するためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が２５年以上必
要ですが、この要件を満たしていない場合は７０歳になるまで任意加入ができます。（ただし、昭和
４０年４月１日以前に生まれた方に限られます） 
◎問い合わせ先　山口社会保険事務局萩事務所（☎０８３８－２４－２１５８）　役場住民課（☎２－０５００） 
　社会保険庁のホームページ  http:/www.sia.go.jp/

手続き：平成21年分の所得税の確定申告書をe-Taxで申告する際に、電子証明
書付きの住基カードを使用して申告期限内（注）に提出すると、最高で5,000円
の税額控除を受けることができます（本控除の適用は、平成19年分から平成
22年分の間でいずれか1回）。 
（注）平成22年1月4日（月）から3月15日（月） 

60歳から増やせる 任意加入 のお知らせです 年金のたより 

 

○年末調整説明会のご案内 ○税を考える週間（11月11日～17日） 

○住基カード（電子証明書付き）を準備してe-Taxで申告 

場　　　所 
萩市田万川総合事務所 

2階会議室 

萩市民館大ホール 
 

日　　　時 
11月11日（水） 
午前10時～12時 
11月12日（木） 
午前10時～12時 

 

展 示 場 所 
アトラス萩店1階 
萩ふるさとまつり 

 

期　　　　間 
11月7日（土）～12日（木） 

11月15日（日） 
 

阿
武
川
流
域
 

森
だ
く
さ
ん
ま
つ
り
 

　
　
　
　
２
０
０
９
 

阿
武
川
流
域
 

森
だ
く
さ
ん
ま
つ
り
 

　
　
　
　
２
０
０
９
 

  ■
日
時
　
１１
月
２１
日（
土
） 

　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
 

■
場
所
　
森
の
館
萩
（
福
井
下
、
阿

　
　
　
　
武
萩
森
林
組
合
）
　
 

■
内
容
　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、

バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
、

丸
太
早
切
り
競
争
、
柱
材
展
示
、

木
工
ク
ラ
フ
ト
、
椎
茸
駒
打
ち
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
も
ち
ま
き
な

ど
 

※
各
地
域
の
特
産
品
販
売
、
軽
食
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
 

■
主
催
 

　
萩
地
域
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会
 

■
問
い
合
わ
せ
先
 

　
山
口
県
萩
農
林
事
務
所
森
林
部
 

　
☎
０
８
３
８
ー
２２
ー
３
３
６
６
 



　
県
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
土

砂
災
害
防
止
法
）
に
基
づ
き
、
土

砂
災
害
の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
箇

所
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
阿
武
町
内
に
お
い
て

現
地
調
査
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

平
成
２１
年
１１
月
に
土
砂
災
害
警
戒

区
域
の
指
定
を
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
指
定
に
係
る
地
区
に
つ

い
て
は
自
治
会
長
さ
ん
及
び
駐
在

員
さ
ん
へ
説
明
会
を
開
き
ま
す
。 

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
は
、
土

砂
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
で

あ
り
、
指
定
さ
れ
る
と
土
砂
災
害

か
ら
生
命
を
守
る
た
め
、
災
害
情

報
の
伝
達
や
避
難
が
早
く
で
き
る

よ
う
に
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
が

行
わ
れ
ま
す
。 

　
区
域
図
に
つ
い
て
は
以
下
の
場

所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

■
指
定
区
域
　
阿
武
町
全
域 

■
閲
覧
場
所
　 

　
萩
土
木
建
築
事
務
所 

　
役
場
施
設
課 

　
役
場
福
賀
支
所 

　
役
場
宇
田
郷
支
所 

■
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
県
萩
土
木
建
築
事
務
所 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
０
０
８
４ 

　
役
場
施
設
課 

　
☎
２
―
３
１
１
２ 

     

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る

こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
し
て
、

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な

ど
の
支
援
を
１０
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。 

●
内
容
　
現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ

グ
テ
レ
ビ
に
取
り
付
け
る
「
簡

易
チ
ュ
ー
ナ
ー
」
の
無
償
給
付

を
し
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ
改
修
な

ど
が
必
要
な
場
合
も
支
援
し
ま

す
。 

●
対
象
者
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
の

全
額
免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
、
町
民
税
非

課
税
の
障
害
者
世
帯
、
社
会
福

祉
事
業
施
設
入
所
者
） 

●
申
込
受
付
期
間
　 

　
１０
月
１
日
〜
１２
月
２８
日 

　
（
平
成
２１
年
度
分
） 

●
申
込
方
法
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
郵
送

さ
れ
る
「
申
込
書
」
と
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
証
明
書
」

を
同
封
の
返
信
用
封
筒
（
総
務

省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実

施
セ
ン
タ
ー
あ
て
）
に
入
れ
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
書
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
８
月
３１
日 

     

　
時
点
で
全
額
免
除
対
象
者
で
あ

る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
方
に

郵
送
さ
れ
ま
す
。 

※
支
援
の
申
し
込
み
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
支
援
は
現
物

給
付
で
す
の
で
、
ご
自
身
で
購

入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン

テ
ナ
等
の
費
用
を
精
算
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

●
申
し
込
み
先
　
総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ

ー
　
☎
０
５
７
０
―
０
３
３
―

８
４
０ 

●
問
い
合
わ
せ
先
　
民
生
課
介
護

福
祉
係
　
☎
２
―
３
１
１
５ 

 

山口県から土砂災害防止法
に基づく土砂災害警戒区域
の指定のお知らせ 
土砂災害警戒区域を対象に 
住民説明会を開催します。 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
易 

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
し
ま
す 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
易 

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
し
ま
す 

経
済
的
な
理
由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
な
い
方
に
 アナログテレビ 

簡易チューナー 
 アンテナ 

女
と
男
の
一
行
詩 

「
俺
が
出
す
」
や
っ
と
言
え
た
ゴ
ミ
の
事
　
６５
に
な
る
こ
の
年
に 

ひ
と 

ひ
と 
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　不法投棄は廃棄物処理法違反として「5年以
下の懲役又は1000万円以下の罰金」、さらに法
人の場合「１億円以下の罰金」の対象となります。 
　不法投棄は犯罪です。もし投棄しているとこ
ろを見かけたら、警察又は役場まで連絡をお願
いします。 
　ごみはきちんと分別して指定の集積所に出し、
住みよいきれいな町づくりをしましょう。 
■問い合わせ先　役場民生課　☎2－3113

やめて!�不法投棄!!やめて!�不法投棄!!

（9月上旬　町内奈古地区にて撮影）月上旬　町内奈古地区にて撮影） （9月上旬　町内奈古地区にて撮影） 

◆
法
テ
ラ
ス
（
日
本
司
法
支
援
セ

　
ン
タ
ー
）
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４ 

▼
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
〜

　
午
後
９
時
、
土
曜
午
前
９
時
〜

　
午
後
５
時（
日
曜
・
祝
日
除
く
） 

　
収
入
の
少
な
い
方
に
は
契
約
弁

護
士
・
司
法
書
士
事
務
所
で
の
無

料
法
律
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
民
事
法
律
扶
助
制
度
） 

▼
無
料
法
律
相
談
日
　
毎
週
月
曜

　
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０

　
分 

▼
予
約
先
　
法
テ
ラ
ス
山
口
　
☎

　
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
４
９
０ 

▼
受
付
時
間
　
平
日
午
前
９
時
〜

　
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
除
く
） 

悩み・相談 法的な困りごとは法テラスへ 
法的トラブルに応じた最も適切な機関・団体 
の情報を無料で提供します。 
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休日当番医

お し ら せ 

１１月１５日（日） 

１１月３日（火） 

１１月８日（日） 

１０月２５日（日） 

１１月１日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

共
同
参
画
　
Y
E
S
　
W
E
　
C
A
N

ひ
と 

ひ
と 

税
の
た
よ
り

「
や
ま
ぐ
ち
森
林
 

　
づ
く
り
県
民
税
」
の
 

　
第
2
回
意
見
交
換
会
 

悩
み
・
相
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
 

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
 

　
　
　
　
　
強
化
月
間
 

大
学
・
短
大
等
へ
の
 

　
　
　
　
進
学
資
金
に
 

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
 

ん
か
？
働
く
人
の
ハ
ー
 

ト
ピ
ア
共
済
 

      

　
山
口
県
で
は
、
「
や
ま
ぐ
ち
森
林

づ
く
り
県
民
税
」
の
見
直
し
（
案
）

の
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。 

▼
日
時
　
１１
月
１８
日（
水
） 

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

▼
場
所
　
萩
総
合
庁
舎
第
一
会
議
室 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
企
画
課 

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
４
６
４ 

 

      

　
山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
配
偶
者

・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

▼
実
施
期
間
　
１１
月
１５
日（
日
）〜
２１

　
日（
土
） 

▼
受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午

　
後
７
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
は
、

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
ま
で
） 

▼
相
談
電
話
番
号
　
０
５
７
０
―
０

　
７
０
―
８
１
０
（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ

　
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課 

　
☎
０
８
３
―
９
２
２
―
２
２
９
５ 
   

山
口
県
・
市
町
中
小
企
業 

　
　
勤
労
者
小
口
資
金
貸
付
制
度 

　
大
学
、
短
期
大
学
へ
の
進
学
資
金

を
貸
し
付
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

▼
貸
付
対
象
者
　
中
小
企
業
勤
労
者

　
で
県
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
同

　
一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務
し
て

　
い
る
方 

▼
貸
付
限
度
額
　
３
０
０
万
円 

▼
償
還
期
間
　 
１０
年
以
内
（
う
ち

　
在
学
期
間
中
据
え
置
き
可
） 

▼
貸
付
利
率
　
年
２
・
５
％
（
別
に

　
保
証
料
が
必
要
） 

▼
申
し
込
み
先
　
中
国
労
働
金
庫 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
労
働
政
策
課 

　
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
２
１
０ 

    

　
中
小
企
業
勤
労
者
の
共
済
制
度 

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い

て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
向

上
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障 

し
、
さ
ら
に
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、

小
・
中
・
高
校
入
学
祝
い
も
給
付
し

ま
す
。 

▼
１
カ
月
の
掛
け
金
（
１
人
分
） 

　
４
５
０
円
〜
２
０
０
０
円 

※
事
業
者
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

　
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損

　
金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

　
で
き
ま
す
。 

                       

▼
問
い
合
わ
せ
先  

　
阿
武
町
勤
労
福
祉
共
済
会 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４ 

伝
統
を
受
け
継
ぐ
巫
女
の

舞
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
 

まちの笑顔 
(^o^)

●４型の場合　月掛金2,000円（１年間の掛金）24,000円 
　給付・補助金の額 
　〈１４日間の入院〉病　　　気：2,000円×14日＝24,000円 
　　　　　　　　　不慮の事故：5,000円×14日＝70,000円 
　○県内の宿泊施設を利用した場合　　　2,000円の助成 
　○人間ドックを受診した場合　日帰り　5,000円の助成 
　　　　　　　　　　　　　　１泊２日　8,000円の助成 
　※県外の宿泊施設等の協定施設が利用でき、料金が割り引きされます。 
●給付・補助金を受けた場合 
　○病　　　気：24,000円＋2,000円＋5,000円＝31,000円 
　○不慮の事故：70,000円＋2,000円＋8,000円＝80,000円 



芋ほり（ひよこクラブ）9:30  
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
食改運営委員会　9:30【のうそんセンター】 
阿武郡体育協会グラウンドゴルフ大会　9:00【町民グラウンド】 
奈古地区町民運動会　8:30【阿武中グラウンド】 
粋な漁師（おとこ）の新鮮活魚市場　15:00【奈古活魚槽】 
あぶフォト倶楽部月例会　19:00【町民センター講座室】 
奈古若葉学級１０月講座　9:30【町民センター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
文化展運営委員会　13:30【町民センター】 
交通安全指導・避難訓練【本園・分園】 
福賀大農業まつり　8:30【福賀中グラウンド】 
健康相談（奈古）9:30【母子健康センター】 
宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
健康相談（福賀）9:00【のうそんセンター】 
デイケア「青空会」9:30【町民センター】 
福賀ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
ＪＩＣＡinあぶ（～１３日）   
町議会議員選挙告示・立候補受付日　8:30【役場会議室】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
健康相談（宇田郷）9:30【ふれあいセンター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
町議会議員選挙投・開票日　7:00  
就学時健康診断（内科）（奈古）13:30【奈古小】 
第３回人権学習講座　9:00【福賀小中学校、公民館】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 
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阿武町の人口と世帯数 （９月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,496（－ 5 ） 

　749（ 0 ） 

　713（－ 2 ） 

3,958（－ 7 ） 

 

世帯数 

　970（ 0 ） 

　322（ 0 ） 

　319（－ 1 ） 

1,611（－ 1 ） 

 

町の異動 

転入　 4 

転出　 5 

出生　 4 

死亡　10

９月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

99 
（111） 

6 
（4） 

19 
（24） 

1 
（2） 

4 
（0） 

0 
（0） 

1 
（2） 

18 
（21） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起 こ っ た 事 故 
うち阿武町内で 
起 こ っ た 事 故 

女
と
男
の
一
行
詩 

男
女
雇
用
均
等
法
、
良
い
か
・
・
・
悪
い
か
・
・
・
少
子
化
へ
 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］ 
豚ロース薄切り肉300ｇ、ほうれん草１束、
油揚げ2枚、だし汁4カップ、　〔しょうゆ
大さじ3、みりん大さじ3、塩少々、小麦
粉適量〕 
［作り方］

①豚肉は半分に切る。油揚げは1枚を三角
形に8等分し、熱湯をかけて油抜きする。
ほうれん草は茹でて、水気を絞ってから
4cmくらいの長さに切る。 
②鍋にだし汁を煮立て、　を加える。その
中に油揚げを入れ、さらに豚肉を1枚ず
つ広げて小麦粉を薄くまぶしながら入れ
る。 
③全体を混ぜながら5～6分煮る。ほうれ
ん草を加えて温め、火をとめる。 
※粉をまぶして、煮るから口当たりよく、
煮汁もトローリおいしいですよ！ 

豚肉とほうれん草
油揚げのとろみ煮

わ
たし
の食改料理

宇田浦

野村眞津江さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
１０／２１～１１／１９ 

10
月
 

水 
 

木 
土 

日 
 

月 
水 

木 
 

金 
日 
月 
火 
水 
 

木 
 

月 

火
 

 
水 

木
 

 
金 
日 
火 

水
 

 
木 

21
 

 
22 
24 

25 
 

26 
28 

29 
 

30 
1 
2 
3 
4 
 
5 
 
9 

10
 

 
11 

12
 

 
13 
15 
17 

18
 

 
19

11
月
 

  

　
１２
月
１
日
か
ら
来
年
２
月
２８
日
ま
で
の
３

カ
月
間
、
道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
は
都
合
に
よ

り
休
館
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

６
カ
月
定
期
券
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ 

　
有
効
期
限
が
１２
月
１
日
以
降
の
６
カ
月
定

期
券
に
つ
い
て
は
残
日
数
を
来
年
３
月
１
日

以
降
に
振
り
替
え
、
有
効
期
限
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
経
済
課
　
☎
２
―
３
１
１
４ 

道
の
駅
温
水
プ
ー
ル
を
 

　
　
　
　
　
　
休
館
し
ま
す
 

A

A

～若い方にもおすすめ簡単夕食メニュー～

●問い合わせ先 
　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報  １０月１４日現在 
求人数 
１人 

１人 
 

年齢 
不問 
45歳 
以下 
 

賃　　金 
時給720円 
170,000円～ 
190,000円 

業　種 
惣菜製造販売員 

工場内作業員 

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会社名 
サンマート奈古店 

株式会社　リング 
 

10月分 



俳
　
句

猛
獣
の
様
に
コ
ン
バ
イ
ン
籾
を
吐
く 

蜩
の
競
い
て
一
日
暮
れ
る
な
り 

共
に
居
る
こ
と
が
倖
せ
秋
灯
し 

シ
ル
バ
ー
カ
ー
風
が
背
を
押
す
秋
の
暮 

秋
風
に
お
さ
れ
グ
ル
ー
プ
散
歩
道 

鬼
灯
を
鳴
ら
し
て
昔
を
近
く
す
る 

か
ま
ど
置
く
土
間
の
あ
り
け
り
零
余
子
飯 

少

年

の

握

り

拳

や

天

高

し

 

柿
紅
葉
仙
人
か
ら
の
案
内
状 

芒
野
に
無
に
な
る
癒
し
求
め
け
り 

父
の
忌
や
子
等
皆
老
い
ぬ
秋
の
宵 

秋
澄
む
や
遠
岳
山
の
近
く
な
り 

村
中
の
笑
顔
に
ゆ
れ
る
秋
桜 

こ
の
齢
か
み
し
め
つ
つ
や
栗
の
飯 

茹
栗
の
初
物
と
い
ふ
甘
さ
か
な 

白
む
く
げ
つ
ま
づ
く
世
に
と
永
ら
え
て 

地
獄
へ
の
道
案
内
か
曼
珠
沙
華 

久
び
さ
に
嬰
の
泣
き
声
天
高
し 

鰯
雲
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
父
の
胸 

豊
の
穂
田
吹
く
金
色
の
風
の
中 

蜩
や
茜
の
海
か
ら
風
生
ま
る 

木
槿
咲
く
あ
る
じ
は
都
会
の
人
と
な
り 

夜
長
く
昔
の
歌
集
な
つ
か
し
む 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
宇
田
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
大
　
里
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
宇
田
浦
） 

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２―3111

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

10月の優秀作品

ごっそーごっそー

旬旬のの シイラ（　）

山口県漁協

宇田郷支店

三好保弘さん

　皆さん、今なぜシイラなの？とお考えではないで

しようか。シイラといえば梅雨から夏にかけてが旬

という印象がありますよね。しかし、この時期のシ

イラは、近海でとれ、脂が乗り、身がしまって夏の

時期以上においしいんです。

　シイラは稚魚の時から流れもの（海藻や木片など

の漂流物）に集まって身を守る習性があります。

　その習性をうまく使った漁法を、シイラ漬け漁と

いいます。

  この時季のシイラは、主に定置網、巻き網、一本

釣りで水揚げされ大型のものが多く、１ｍ以上のも

のが主流です。頭のとがった雄は、トッキン（北浦

地方）と呼ばれ肉厚で脂の乗りも良く刺身、腹身の

塩焼きも最高です。

　小型の物はフライやムニエルに。変わったところ

では、コンニャクとの煮付けはいかがですか?（私

は一番大好き）

　種類が豊富で鮮度抜群、刺身盛りだくさん、魚の

詰め放題もやっています。道の駅物産直売所へぜひ

ご来店ください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎08388－2－2828

テーマ「９月」
タイトル「白須川のひ
ととき」関谷康治（山
口市）
●コメント：静寂に包
まれた白須川。眼を閉
じて川のせせらぎを耳
に残し、また目を見開
くと明鏡止水な自然が
そこにありました。

テーマ「自由」
タイトル「銀色の海」
小野和彦（東方） 
●コメント：銀色に
輝く海と鹿島を取り
巻く光のスポットに
目が注がれます。

タイトル「アラ!!見
てたのね」（あらい
ぐまのあっちゃん登
場）　西村信教（市）

●アライグマ：哺乳
綱食肉目アライグマ
科アライグマ属に分
類。

ひ
ぐ
ら
し 

ほ
お
ず
き 

む

か

ご

め

し

 

せ
ん
　
に
ん 

い
わ
し 

と
よ む

く
げ 

番外編（町内でめずらしい動物発見）
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